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1.は じめ に

近年の情報化社会の進歩 に伴 い、文部省 は中学 ・高等学校 の学習指導要領 の改定 を行 っ

た。中学校では平成5年 度 より 「技術 ・家庭」教科の中にく情報基礎 〉の領域 を設 けた。

高等学校 も普通科において、平成6年 度 より 「数学A」 に〈計算 とコソピュータ〉、 「数

学B」 ではく算法 とコソピュー タ〉、 さらに 「数学C」 にく応用数理 とコソピュータ〉を、

その他 「物理1A」 、 「家庭」の 「生活一般」 「生活技術」 に も情報関連 の学習内容を新

設 した。

新学習指導要領 におけ る中学校の情報基礎教育の 目標は、"コ ソピュー タの操作等を通

して、その役割 と機能 について理解 させ、情報 を適切 に活用す る基礎的な能力を養 う。"

')と なっている
。高等学校 において必須教科 となる 「数学A」 では、"情 報化社会 に主体

的に対応 できる基礎的な資質を養 うため、中学校数学や 「数学1」 及び 「数学A」 で学習

した内容を、 コソピュー タを用 いて実際 に計算 し、 コソピュー タに慣れ ることをね らいと

している。"2)と ある。

上記 のよ うな改定 に伴い、平成9年 度か らは情報教育を受けた学生が短期大学 ・専門学

校 に入学 して くることにな り、 当然 ながら、短期大学 ・専門学校 の教 育内容は中学 ・高等

学校の教育 を踏 まえた上での新教育 カ リキ ュラムが必要 となって くる。

そ こで今回はまず、中学 ・高等学校 において新学習指導要領 に基 づいた教育 が実際 にど

の程度実施 されてい るか とい う実態状況を把握す る為に、特に大手前女子短期大学 ・大手

前 ビジネス学院の学生の出身中学 ・高等学校 に対 してア ンケー ト調査 を行 った。

本報では、その結果を報告す ることに止め、今後の中学 ・高等学校 における情報基礎教

育の展望、短期大学 ・専 門学校 におけ る情報教育のあ り方を考察す るための第1歩 と した

い○
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II.方 法 お よび 結果 の概要

1.調 査時期

平成6年6月15日 ～7月1日

2.調 査対象校

大手前女子短期大学 ・大手前 ビジネス学院 の学生の出身中学校181校 及 び高等学校552

校

3.調 査方法

調査用紙 を、中学校は技術 ・家庭担 当先生 に、高等学校 は数学担当先生宛 に郵送 した。

返答は郵送 を依頼 した。

回答数は、中学校66校(公 立62校 ・私立4校 、共学65校 ・女子校1校 、近畿53校 ・その

他13校)、 高等学校193校(公 立140校 ・私立53校 、共学160校 ・女子校33校 、近畿125

校 ・その他68校)で あった。

4.集 計処理

SPSSforWINDOWSを 使用 して集計処理 を行 った。

III.結 果 及 び 考 察

III-1.中 学 校 の 実 態

1)情 報基礎教育の概要について

現在、 「技術 ・家庭」教科において情報基礎教育を実施 している学校 は、66校 中63校 で、

全体の約96%に のぼ った。平成4年 度 に行 われた情報処理教育研究集会3)の 調査では、75

%で あった ものが、た った2年 で ここまでに達 しているとい うことは、いかに文部省が情

報基礎教育 に力を入れているかが うかがえる。開始年度は、平成5年 度が46%と 最 も多い

が、平成3、4年 度 よ り開始 して いる学校 も30%を 占めている。実施 していない学校の3

校 中で、来年度か らの実施予定 が1校 、残 り2校 は不明であった。

授業形態 は、 「実習形式 のみ」 が約26%、 「講義 と実習 の両方」 と答 えた学校 が約70%

で あった。

「技術」の授業における情報基礎教育の授業時間数は、3年 間で平均29.9時 間であった。

これは、文部省 が作成 した 『情報教育に関す る手引 き』4)の 中の、標準時間数 と一致す る。

又、中学校は1時 限50分 であるか ら、大学 の90分 授業に換算す ると、17回 分(大 学の授業

でのお よそ半期分)と なる。 これは教育内容の量か ら考 えると決 して多いとは言 えない。

現在は、 「技術 ・家庭」の中にく情報基礎 〉を選択 としていれている状態であるが、文

部省 自体 が、情報教育の必要性 を"学 校教育は、児童生徒に過去の貴重 な文化遺産を適切

に伝 えると同時に、科学技術の進展等社会の変化 に主体的 に対応で きる能 力や態度の育成
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の ように、現在 は3年 生で教えて いる学校 が

92%と 多いよ うである。 また、各学年で数時

間ずつ教 えるよりも集 中的に教 えている学校

の方が多かった。以前 は各学年で数時間ず つ

教 えていた学校 も、集中的な方が教育効果 が

あが るとい うことで集中型 に変更 した とい う

意見 もあった。確かに、集 中的な方が教育効

果があがるとい うのは、本校 にも言 えること

であ るが、それは応用 ソフ ト活用 の場合 に多

く言 えることであろ う。

コソピュー タの設置環境では、平均22 .8台

で、使用機種ではPC98とFMシ リーズが全体

をほぼ2分 しした。(図2)

授業時 には、2人 で1台 を使用 してい る学

校が80%と 最 も多 く次 に一人1台 使用が18%

と続いた。

とい った役割 をもつ。 … 中略 …

さらに、情報化の進展 は、前に も述 べた ように我々の生活 に多大の貢献 を してい る反面、

偏 った情報 や誤 った情報に左右 された り、新たに、情報犯罪を生むな どの影 の面が もた ら

されていることも否定で きない。 このため、情報化の進展が もつこの ような光 と影 の両面

に十分配慮 して、光 の面を最大限活か し影 の面 をな くす よ うに学校教育において情報化 に

対応 した教育 が適切 にな され る必要がある。"5)と 述 べてい るところから見て も、近い将

来、必須 となることは間違 いないであろ う。現 に、選択 とい うものの、殆 どの学校がその

必要性か ら、全員に受講 させているようで ある。

中学3年 間での実施時期 については、図1

学校数

図1中 学 何年生で実施 しているか

2)情 報基礎教育の授業 内容について 図2中 学 使用機種名

情報基礎教育の授業内容については、教科

書 の内容 に添 って実際に教えている項 目について回答 を求めた。

まず、 コソピュー タの基本的 な構成や操作方法については(図3-1*)80%～90%の

学校で教 えてお り、理解度 も一・つを除いて非常に高い。 その1つ とは、 「コソピュータ内

部の5つ の装置」の項 目で、90%近 い学校で教えてい るにもかかわ らず、半数以上 が 「理

解 していない」 と回答 している。 この内容は、 「デー タの動 きについて」以下の質問項 目

に大 きく関係 してお り、5大 装置 を理解 しなければ 「デー タの動 きについて」以下の項 目
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応用 ソフ トと基本 ソフ トについて 翻 灘

OSの 役 割 について

2進 法 ・16進 法 変換 について
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ソフトの利用方法
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図3-1中 学 〈情報基礎〉の中で教えている内容と理解度

の理 解 度 が低 くな るの も当然 とい え る。 コソ ピュー タ内部 の 目に見 え ない学 習 は非 常 に難

しい が、 これ を無 視 して プ ログ ラム教 育 ・そ の他 の情報 教 育 が、 で き るの か は、疑 問 で あ

る。

こ うい った 目に見 え ない もの こそ、CAIの 利 用 を提案 す る。

「OSの 役 割 につ いて 」 ・ 「応 用 ソフ トと基 本 ソフ トにつ いて」 は、授 業時 間数 が平均

時間 以 上 の学校 で は、80%以 上 が教 えて お り、 「デー タの 動 きにつ いて」 ・ 「2進 数 ・16
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図3-2中 学 ソフ トの内容と理解度

進数変換 について」 は、平均時間以下の学校では30%、 平均時間以上 の学校 では60%以 上

で教 えていることが分 かった。

しか しなが らその理解度に関 しては、70%以 上 が、 「理解 していない」 と答 えているこ

とも、見逃 せない事実であ る。

こ ういった項 目を理解 させ るには、現時間数 では不十分だ とい うことであろ う。

ソフ トウェアについていえば(図3-2)、 「ワープ ロ」 に関 しては、授業時間数の多

少にかかわ らず90%以 上の学校 で実施 してお り、理解度 も非常 に高い。 日本語の文章を作

成す るワープ ロは、中学生 には理解 しやすい内容であるよ うだ。例 と しては、簡単な案内

状 の作成 や暑中見舞いハガキ、時間割 りの作成、 フロッピィラベル、 自己紹介カー ドの作

成 、テーマを決めた レポー ト、 自分の将来 の夢の作文、卒業文集 の作成等、生徒 にとって

身近 なものが多 くあげ られた。

しか し、 「表計算」 においては、平均時間以下の学校 では45%の 学校で実施 してお り、

平均時間以上の学校 では84%と 差が出た。又 「図形処理」 においては、平均時間以上の学

校37校 中36校 が実施 していた。 ワープロと同様 に、絵 を描 く処理は、中学生 に理解 しやす

い内容 なのであろ う。絵 を描 いた上 に色をぬ り、それを ワープ ロの画面 に張 りつけるとい

う操作 を しているとい うコメソ トも多かった。

「プ ログラム」 に関 しては、時間数の多少にかかわ らず、50%以 上の学校で実施 してい

た。 この ことは、中学校 におけ る情報基礎教育で プログラム教育は応用 ソフ ト活用の次 に

重視 していると見て よいで あろ う。現 に、教科書 でプ ログラム作成 の占める割合は20%強
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と、応用 ソフ ト活用40%の 次に多 くなっている。6)

ところが、プ ログラムを教 えているにもかかわ らず、フローチャー トを教 えている学校

はわずか3校 であった。 フローチャー トとプログラムは不可分 なものと して、情報処理の

中では扱 われている筈なのだが。

フローチ ャー ト同様 、通信 ネ ッ トワー クは、時間数に関係 な く、 どち らも10%に 満たな

い。 これは、後の問題点 にも出て くるが、設置当初、通信環境 を考えていなかったのでは

ないかと思 われ る。 ところが、昨年の情報化 白書の調査 によると7)、50%近 い学校でLA

Nの 設置を してお り、"海 外の諸学校 とパ ソコソ通信 を行 うAPICNETの 利用 が急速

に活発化 している。"と 発表 されてい る。 この大 きな差は、地域的な ものと見ていいのだ

ろ うか。

全体 としては、授業時間数が平均 に満 たない学校 では、 「ワープ ロ」 ・ 「図形処理」に

とどまり、平均以上 の学校 では各種応用 ソフ トの活用 が成 されているといえよう。

使用 してい るソフ トウェアの種類では(図4)、 中学では各 ソフ トを通 して 「ハイパー

キューブ」 とい う統合 ソフ トを利用 している学校 が圧倒的に多かった。プ ログラムでは、

「BASIC」 の次に 「ロゴ」があげ られ、中学では、 ロゴの方が簡単で理解 しやすいと

い う意見があった。

現在の授業内容 にな るまでの経緯 については、 「導入当初か ら授業計画通 りに進んでい

る」 と答 えた先生が全体の約67%、 「授業計画通 り進 まずに変更 した」が約20%で あ った。

変更内容については、 「当初 はプ ログラミソグを実施 していたが、応用 ソフ トの活用に切

り換 えた」 とい う学校が多か った。

今後の授業 で、重点を置 きたい内容については、 「コソピュー タに慣れ る」 が最 も多 く、

ついで 「ソフ トが使 えるようにな る」、 「簡単 なプログラ ミソグがで きるよ うにな る」、

そ して 「基本的 な概念 を理解す る」の順で あった(図5)。 他の意見では、 「コソピュー

タの制御 を理解 させ る」、 「道具 としての コソピュー タは どうあ るべ きか」、 「通信手段

としての コソピュー タの理解」な どが挙げ られた。

男女 の理解度 の差についての質問では、女子の方が操作 に慎重であるようで、制御領域

などは男子の方が興味の度合いは強いとい う意見 もあった。

3)CAl教 育について

「技 術」の情報基礎教育 の領域以外での コソピュー タの利用 につ いては、 「数学」、

「技術」、 「理科」 の順 で多か った(図6)。r数 学」では、図形処理 ・移動 ・対称、関

数な どで利用 してい る学校 が多かった。 「技術」では電気回路、木材製品の設計、エソジ

ソの設計、 ノギスによる測定 などであった。 「理科」では、実験 、実験 の結果処理 、天気

図などで利用 していた。 「美術」 ではデザイソ ・色の構成、 「音楽」では作曲、 「英語」
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BASIC

ロ ゴ

MINDWAVE

コソピュータに慣れる

基本的な概念の理解

ソフ トの習得

簡単なプログラミソグ

50学 校名

では発音の反復な どLLが わ り、 「家庭科」 では 自作献立 ソフ ト・栄養 ソフ トなどを利用

していたQ

CAI教 育の長所 と しては、 「生徒 の興味関心を引 き出させることがで きる」 とい う答

えが最 も多 く、 「図形学習 など板書 で表現 しにくいものを表現で きる」 などの答えも多かっ

た。

短所では、 「コソピュータの基本操作 に重点が置 かれて しまう」 、 「ノー トを取 るなど
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しないと頭 に残 らない」、 「人間性の埋没 ・対

人関係が作れない」な どがあ った。 「頭 に内容

が残 らない」 とい う問題は、現在のマルチメデ ィ

ア教材の普及の中で最 も問題視 されている点で

もある。

4)授 業の問題点について

情報基礎教育が、平成5年 度か ら始 まったば

か りとい うことで、問題点 については様 々な意

見が出された。(図7)。

最 も多か ったのが、 「生徒の理解度に差があ

る」 とい う点であった。他の教科 に比べて、

学校数

図6中 学CAI教 育

「理解度 に差 が大 き く出 る」、 これは、情報

にたず さわっている現場 の先生方か らよ く聞 く言葉で ある。 しか し、 「拒否反応 を示す生

徒 がいる」 とい う質問に対 しては回答がゼ ロであ り、多 くの先生 の コメン トで、 「生徒の

興味関心 はとて も高い」 とい う意見か ら判断 して も、年齢の低 い時期 か らの教育は効果が

あるようで ある。その他では、 「生徒の評価の仕方が難 しい」 とい う意見 も多か った。

問題点の2番 目に多 く、先生の コメソ トからも特に注 目されたのが、ハー ド・ソフ ト面

など設置環境 の問題 であった。

平均 して、設置台数が2人 に1台 であ ることは大 きな問題 であるばか りでな く、ハー ド

面では 「WINDOWS対 応 など新機種への移行」や、 ソフ ト面で も 「新 ソフ トの購入、

バー ジョソア ップへの対応 などの予算がほとんどない」 とい う金銭的な問題を挙 げる先生

が多かった。 また 「一人で40人 を指導す ることの大変 さ」 を訴 える先生や 「LANを 設

理解度に差がある

設置台数が少ない

教える先生が少ない

授業数が少ない

指導要領の内容が多い

ソフ トを揃える予算がない

ハー ドの機能に制限がある

1人 で40人 の指導は大変である

拒否反応を示す生徒がいる

図7中 学 授業の問題点
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置 して ほ しい」 とい う意見 も多 くみ られた。又、相変わ らず多いのが 「教 える先生が少 な

い」 で設置環境 と同 じく問題点 の2番 目にあげられる。 この点 においては、過去 のデー タ

と変 わ りがない ようだ。 この問題が解消 され ないかぎ り、中学校の教育内容の充実はあ り

えない。何年 ぐらいで この問題 が解消 され るのかは今後の追跡調査が必要である。

文部省の情報化社会に向けての早急 な対応 は良かったが、問題点はかな り残 されてい る

よ うである。

5)教 員研修 について

情報基礎教育推進 のための委員会組織 がある学校は、約50%で 、学校 で教員研修 を行 っ

ている学校は約60%で あった。

研修方法では、 「自校内の講師で行 う研修」 と答 えた学校 が最 も多か った。次 に、 「学

外 での教育委員会や教育 セソターでの研修 に参加す る」 が多かった。

研修の問題点では、 「研修に参加する時間がない」が最 も多かったが、 「先生が コソピュー

タに対 して拒否反応 を示 してい る」 とい う答えも注 目に値す る。

今後 の研修方法では、 「夏休みなどを利用 して 自己研鐙 を積む」 とい う答えが最 も多か っ

た。情報活用能力の教育を充実す るためには、教育の指導力の向上が重要であ り、今後教

員研修 の充実 をいかに図 るかが、大 きな課題 となるであろう。

6)情 報基礎教育について

情報基礎教育についての意見 を求 めた ところ、 「低年齢の うちに情報基礎教育 を行 うこ

とに賛成」 とい う意見が多 く、生徒 が熱心で興味 をもって授業 に臨んでいる状況 が うかが

えた。 また、学習指導要領の内容 に対 して時間数 が少ない為、独立 した 「情報処理」科 目

と して指導すべ きで あるとい う意見 も多 く見 られた。

中学校での情報基礎教 育は今後 も試行錯誤 を繰 り返 しながら定着 してい くのであろ う。

III-2.高 校 の 実 態

1)情 報教育の概要 について

今回のアソケー ト調査では、特に高校 の指導要領の中で コソピュータの利用 が位置づけ

られた数学 についての ものであったが、高校の必須科 目であ る 「数学A」 で、 コソピュー

タを利用 してい る学校 は、193校 中でわずか5校 で あ り、全体の2.6%に とどまった。今

後の開始予定 について も平成7年 度か らが10校 、平成8年 度か らが10校 と、全体 の10%で

あ り、 「数学」において積極的に コソピュー タを利用す るとい う学校 は非常 に少ない。理

由と しては、高校 の普通科 では授業で教 える内容が多いこと、大学受験 をひかえた受験対

策 の方 に重点が置かれ、授業 に コソピュー タを利用す る余裕 がない ことがあげ られ る。
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「数学A」 以外 も含め コソピュータを利用 してい る学校は全体の65.8%で 、 コソピュー タ

を開始 した年度で も昭和55年 か ら商業高校 で始ま り、昭和59年 以降普通科 も含めコソピュー

タ教育を行 う学校が増 えてい る。

現在、普通科 では 「数学」 で コソピュー タを教え るのではな く、 「商業」の中の 「情報

処理」 という、 「数学」 とは別の科 目の中で利用することが定着 しているようである。従 っ

て、今後 も数学 での コソピュータの利用が、現状の利用 を上回 るとは考 え られない。

その他 「物理1A」 についても、時間的余裕がない、適切 な教材 がない、指導者がいな

い、内容 が悪 い等で実施 している学校は少ない。

「家庭科」においては、大阪府立高校は全て 「家庭一般」を選択 してお り、情報活用の

内容を盛 り込 んだ 「生活技術」や 「生活一般」を採用 した高校 はないとIEC(情 報学教

育研究会)の 調査で発表 されている8)。

機種 の設置状況では、生徒用 コンピュー タを所有 している学校 は193校 中132校 で68%

であった。中学校 に比 べ遅 れてい るよ うだ。

使用機種では、中学 同様 、PC98、FMシ リーズで全体 の約87%を 占めた(図8)。 また

汎用 コソピュー タを利用す る商業高校 も1校 あ った。設置台数 は、平均33台 であるが、20

台～30台 とい う学校 が52.2%を 占め、50台 前後の学校 も14%を 占めた。100台 以上 とい う

学校 も見 られた(図9)。 授業時には、中学校 では二人1台 が大半であったが、高校では

一人1台 が
、全体 の39.9%を 占め、次いで二人1台 の23.8%と 続 いた。理 由としては、選

択科 目に位置 づけ している学校が多いことがあげ られ るのではないか。

授業時間数では、 「数学」以外 で利用 してい る場合は、商業 の中の 「情報処理」 や 「文

書事務」の科 目と して独立 した時間 を設 けてい る為、週1～2回 利用 して年間25～50時 間

(大学 の授業 に換算す ると、半期～1年 分)の 授業を行 っている場合 が多い。従 って、 コ

ソピュー タを利用 してい る学校 とそ うでない学校、 また選択 した学生 としなかった学生で

図8高 校 使用機種名

図9高 校 設置台数
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か な りの差 が で る とい え る。

2)授 業内容 について

高校 においては、情報基礎教育を 「数学」中心 に導入 しているため、その内容は、BA

SICプ ログラムとフローチ ャー ト作成 となっている。

概要 で も述 べたが、現在 「数学A」 で コソピュー タを利用(プ ログラム教育を実施)し

ている学校は、わずか5校 、 「数学A」 以外で 「プログラム教育」 を実施 している学校 を

含 めて も、30%に も満たない。

これは、中学校の50%を 大 きく下 回ると共 に、高校 の 「情報教育」の導入 ・進展の遅れ

を感 じざるをえない。 また同時に 「数学」 とい う、主要科 目内での導入に、無理があ るの

か もしれない。

このわずかな情報 か ら、現状を分析す ることには疑問があ るので、傾 向だげを見 ること

にす るが、それ らの学校においては、教科書の内容は網羅 しているよ うである。 しか し、

理解度 については、決 して良いとは言 えない(図10)。 「キーボー ド入力」か ら 「FOR

NEXTの プ ログラム」 までは、70%前 後の理解度であるが、 「アル ゴ リズムと流れ図

記号」の項 目では、極端 に低 くなっている。 これは本校で も同 じことが言える。 フローチャー

ト(流 れ 図)・ 配列 といった情報処理特有 の考 え方は、プログラムを理解す るための1つ

の大 きな壁 なので あろ う。

ただ、例外 もある。歴史の古い商業高校 においては、COBOL言 語を使用 してのプ ロ

グラム教育 を実施 してお り、成果 もかな り上げているとい う答えが返 って きている。 この

違 いは、時間配分 にあ ると思われ る。普通科高校 においては、 「数学」におけ るプログラ

ム教育だけに固執せず、中学 同様 、各種応用 ソフ トの活用の方 にむ しろ力を注いでい るの

に対 し、商業高校ではプ ログラム教育 にかな りの時間を費や してい るからである。普通科

高校 において も、全時間 を本来の 「数学」 のプログラム教育に費や したな ら、 もっと理解

度 は高 くなるはずであ る。 しか し現状 から、プログラ ミソグ能力の向上だけ望んでい る者

はいないであろう。

「数学A」 以外で コソピュータを授業 に採 り入れてい るものについては、 「ワープロ」

が一番多 く約60%、 続 いて、 「表計算」が約42%・ 「プログラ ミソグ」が約28%・ 「図形

処理」が約19%・ 「デー タベース」が約13%・ 「通信 ネッ トワーク」 が約7%の 順 となっ

た(図11)。 利用 ソフ トでは、中学校では、どの応用 ソフ トについて も、統合 ソフ トであ

る 「ハイパーキューブ」 が最 も多か ったのに対 し、高校では、 ワープ ロは 「一太郎」、表

計算 は 「ロータス123」 等、一般に普及 している専用 ソフ トを利用する学校 が多 く見 られ

た。

「プログラム言語」で は、普通高校 においてはrBASIC」 、商業高校 においては
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キーボー ド入力

14,'

計算結果の表示

四則演算のプログラム

1,'

組み込み関数のプログラム

データの保存と呼び出 し方

1,'

LF・ ル ープのプ ログラム

FORNEXTの プ ログラム

アル ゴ リズムと流れ図記号

確 率を求め るプPグ ラム

コ ロ

商を求めるプログラム1難 懸 難鑑
臓 羅 猟

1,'

ノ　 レガ ミ

配列文を使ったプログラム 難繊 灘

8、 、

,、

二次方程式のプログラム 灘鑛 鑛,懸
Illl

匿瑚 よく理解 している

'/ワ'1醗 覇理解 している

㎜ あまり理解 していない

醗 全 く理解 していない

0102030405060708090100%

図10高 校 プ ログラムの理解度

「COBOL」 言語 が中心 に使用 されてお り、他 に 「C」 言語 を使用 してい る学校 も数校

見 られた。又、前述の とお り、教 えている学校 では、授業時間数 が、中学 と違 って多い為、

内容はかな り密度の高 いものと言えるであろ う。

しか しなが ら、実際授業の殆 どが選択であるため受講 してい る学生数は2割 にも満たず、

その内、進学希望者 は全体 の13%と いわれてい る9)。 高等学校 まで に基本的な情報活用能

力 を身 につけた方が良いと言 われているが これが現実である。

現在 の授業 内容になるまでの経緯 について 「授業内容を変更 した」 と答 えた学校 が43%

もあった。 「当初 プログラムを教えていたが、 ワープロや表計算 に変 更 した」学校が多 く

み られ、理解 しやす く、す ぐに利用で きるものに変更 している傾 向があった。 こうい った

傾 向になるのは、色々な問題点が含まれているか らであろ う。
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ワ ー フ ロ

表計算

デ ー タ ベ ー ス

図形処理

プ ログラム

教えている 教えていない
一 一
購・灘探慨糊 鱒撚

通信ネ・トワーク臆[:二 二:二=

匿翻 よく理解 している

騒覇 理解 している

皿 あまり理解 していない

醗 全 く理解 していない

口 教えていない

0102030405060708090100%

図11高 校 ソフ トの内容と理解度

(1)先生 自体が 「数学」 の教科 内で コソピュー タを扱 うことに必然性を感 じていない。

(2)大学入試に どう関わって くるか不 明である。

(3)社会 において、 「数学」 で教え るプログラムがどれだけ役 にたつのか?む しろ応用 ソフ

トを勉強 した方が役立つのではないか、 とい った迷 いがあ る。

(4)プログラ ミソグ ・アル ゴ リズムを指導で きる先生が少なす ぎる。

(5)具体的な教材があま り与 えられていないため、教材作成 が必要 だが、時間がない。

(6)学校の設備 ・先生の準備 が整 わない うちに、導入が始 まって しまった。

この他 に も、沢 山の問題点はあるだろ うが、 プログラ ミソグか ら理解 しやすい ワープロ

等への移行 は、上 にあげた ような点が大 き く影響 してい るのではないか。

また、理解度 に差がある為、2年3年 連続での選択履修 を、2年 又 は3年 での単年度 で

の選択 を可能に した とい う学校 もあ った。

今後の授業で重点 を置 きたい内容 に関 しては、 「応用 ソフ トの習得」 が50%と 最 も多 く、

次 に 「プ ログラミソグ」が26.7%と 、やは り応用 ソフ トの習得の方 が上回った(図12)。

「コンピュー タの基本的な概念を理解す る」は19.7%と 比較的少な く、 「文部省のJ検 の

取得」 が11.8%で あ った。

3)CAl教 育 に つい て

高校 にお け るCAI教 育 に つ い て は、 「理 科 」 で利 用 して い る学 校 が最 も多 く、次 に

「家庭 科」 、 「数学 」 、 「英語 」 と続 いた 。(図13)
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図12高 校 今後、重点を置きたい内容

「理科」 の内容では、 「地学」 の天文、環

境測定の入力分析や、 「生物」 におけ る遺伝

の しくみ等、又、 「物理」では、速度 ・加速

度の測定や、運動の法則等で利用 されていた。

「家庭科」では、カロ リー等の栄養計算 ・デ

ザイ ソ ・献立 ソフ ト等で、 「数学」で は、関

数 ・因数分析 ・三角関数の グラフ等、 「英語」

では、英会話 ・LL・ タイプライテ ィングや、

英語検定用の教材 と して も利用 されていた。

「国語」では、難読語の読み ・文学史、 「古 図13高 校CAI教 育

典」 では、助動詞 の接続 について利用 されていた。

このよ うに、授業 の支援 と しての コンピュー タ活用 は、利用が多岐に広 がる様相 を見せ

ている。

CAI教 育の長所 と しては、 「視覚的 に容易 にで きない実験の シミュレー シ ョソが行 え

るため、生徒の理解度が深 まる」 とい う意見 が最 も多 くみ られた。生徒 は興味を持ち、楽

しんで学習 しているようであ る。

短所では、 「遊び感覚で短絡的、お もしろいだけに終わ って しま う為、授業 をす る者が、

きちん と計画 とね らいを明確 に しないといけ ない」 とい う意見や、 「コソピュー タを使 う

こと自体が 目的 とな り、思考 を深 める努力がおろそかになる」 とい う意見 もあった。

以上、CAI教 育に関す る長所 ・短所 は中学 とほぼ同 じだ と言 える。

4)授 業の問題点 について

授業の問題点 に関 しては、上位 にあがるのは全 く中学 と同 じで、 「理解度 に差 があ る」

が最 も多 く、実施 している学校の半数近 くに及んでいる(図14)。 次に、 「教 える先生 が

少 ない」 が挙 げ られ、 「教師 の負担 が大 きい」 とい う点 も挙げ られた。他 には、 「設置台
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図14高 校 授業の問題点

数 は、一 人1台 必要 で あ る」 、 「ハ ー ド ・ソフ ト面 をそ ろえ る予 算 が ない」 な どで あ った 。

5)教 員研修について

高校 において、情報教育推進委員会がある学校 は、193校 中79校 で、40.9%で あった。

コソピュー タの教 員研修 を している学校 は、88校 で、全体 の45.6%で あった。

教員研修 の問題点 において も中学同様、 「参加す る時間がない」が最 も多 く、 「学 内に

講師がいない」 と 「先生が拒否反応 を示 している」 も多か った。 また、 「継続 した研修が

むずか しい」 とい う少数意見 もあった。

今後 の教員研修 の予定では、授業内容に関 してではな く、教員が実際に活用す る成績処

理 などの研修 が多い ようである。

6)情 報教育 について

情報教育 を必要だ と考 える先生は多い ものの、 「数学」におけ る必要性 はないとい う意

見 が非常に多か った。大学受験 に関係の深い科 目だけに、入試 にどう採 り入れ られ るかで、

先生や学校の対応 も大 きく変 わるであろ う。

しか し、現在 のところ高校 におけ る情報教育は、中学以上に変化の真 っ直中にあ り、今

後 どの様に定着 してい くかは、非常 に興味深 いところであ り、 目が離せない状況でもある。

r1.ま と め

平成5年 度 に、中学校の 「技術 ・家庭」 において情報基礎 が導入 され、平成6年 度には、

高等学校 において も 「数学A」 「数学B」 「物理1A」 「生活一般」 「生活技術」 の中に

情報教育が導入 された。そ して、平成9年 度には、大学入試科 目にも採用 されることになっ
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てい る。今 まさに、中学 ・高校は教育内容の変換期 にきてい るのだ。

情報 が日常生活に不可欠 となった現在、教育機関への導入が必然的 といえよ う。 また、

情報産業界で も、マルチメデ ィア高度情報技術者の人材育成が急務であるといわれている。

こういった人材の育成 には、低年齢 か らの体系だ った教育が必要 とされ る。

今回の調査結果か ら、中学校 におけ る情報基礎教育は、将来的には独立教科 となる可能

性はあるものの、当分の間現在 のカ リキュラムをベースに充実 してい くであろ うと思われ

る。 しか し、昨年 の8月30日 の朝 日新 聞に、"情 報基礎の教科書 は、工業高専 の1年 生 に

3倍 の時間 をかけて教 え る内容が盛 られていて、教 え切 ろうとすれば消化不良になる。"

と掲載 されたように、量的 に見 ると問題がある。 こうい ったところか ら、教科書の内容は

かな り省 かなければな らないであろ う。

現在の流れでい くな ら、 「ワー プロ ・応用 ソフ ト活用(特 に表計算)」 中心 になると思

われ る。 「OSや デー タの動 き」等については軽 く触れ る程度、 「BASICプ ログラミ

ソグ」について も例を示す程度で終 わるであろ う。

しか しなが ら、高校 の情報基礎教育の行 く末は、 まだみえて こない。文部省が情報教育

の中心 を 「数学」 「物理」教科内に組み込 んで しまったか らである。

平成9年 度大学入試科 目に本格的 に採用 され、その内容が明 らかになった時初 めて、高

校のカ リキュラムに変革が起 こるだろ う。それ も、近 い将来必須科 目と して採用 され るこ

とが決 まっていればの話だが。

そ うなった場合、 「プログラム作成 とフローチャー ト(ア ル ゴリズムの考 え方)」 が教

育の中心 となる。 中学校 で基礎教育は終 わっているものの、全 く理解 していない これ らの

内容 は、初めか らや り直 しとい う形で、出発 しなければ ならないであろ う。

また 「OSの 役割 ・データの動 き」 について等は、中学校で しっか り身 につけなければ

な らない内容 となる。 しか し、ど う考 えて もこれは無理な流れであろ う。

必須でない場合、 「数学」 「物理」教科内での コソピュータ教育の定着は有 り得ない。

現 に、 このことは多 くの先生方 が、今回のア ンケー トの問題点にあげている。

む しろ、他の教科 内で、 または 「情報処理」 とい う新 しい科 目と して、当分 は選択科 目

のまま定着す るのではないだろ うか。内容 も、中学の内容 の延長 と して、各種応用 ソフ ト

の活用 が中心 となるだろ う。そ して、中学 での理解度が非常に低 い、 「OSの 役割 につい

て」 ・ 「デー タの動 きについて」等の重要 な基礎 を固め るの も、高校 の役 目となるのでは

ないか。

「プ ログラム」 については、先生の専 門的知識 と技量 が問われ るため、学校 による格差

は当分の間避け られ ないであろう。

今後、我 々にとって一番の問題 とな るのは入学当初 か ら情報 に対す る知識差のある学生

を、どの様 に指導す るかであ る。殆 どの学生 が、 ワープロのみで きるか又は中学 で情報教
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育 を受けたが、高校では受 けなかった とい う学生であろ う。中学 ・高校共で情報教育を受

け、プログラミングも多少で きるとい った学生 も1割 弱いるか もしれない。平成9年 度 に

は、その第1陣 が入学 して くるのだ。

情報基礎教育を受けて入学 して くるとい うのは、非常に頼 も しく喜ば しい ことである。

我々は、基礎の上に新たな知識 ・技術 を積み上げれば良いのであ るか ら。

しか し、そんな頼 もしい生徒 は現状 では当分望めそ うもない。我 々が望んでいるのは、

ワLプ ロ、表計算などの操作技術 だけでは な く、む しろ情報 モラルや概念、又 は情報特有

のアル ゴリズムの考 え方等の教 育なのだ。後者 こそ、我々が積み上げてい くための基礎 と

して重要 な内容なのであ る。 これを実現す るためには、中学 ・高校共に独立教科型の体系

だったカ リキ ュラムと専門の教師 が必要で ある。

こ ういった環境の中で他 の教科 との関連づけ も行われ、は じめて総合的 な情報教育(情

報 リテ ラシー教育)が 可能 となるであろう。

我々は、今後、中学 ・高校 がどのよ うに情報教育を行 ってい くかを しっか り見極めなが

ら短大 ・専門学校教育のあ り方を考 えていかなければな らない。

本研究 にあた り、実態調査 に御協力いただきました中学 ・高等学校の先生方に厚 く御礼

申 し上 げます。

〈注>

1)津 ⊥L登喜 江,浅 見匡,河 野公子:改 訂 中学校教育課程講座 〈技術 ・家庭 〉,ぎ ょうせい,54,1989

2)文 部省:高 等学校学習指導要領解説 数学編 ・理数編,ぎ ょうせい,62,1989

3)前 田功雄 他:情 報教育 と新学習指導要領,情 報処理教育研究集会 講演論文集,文 部省,42,1992

4)文 部 省:情 報 教育 に関す る手引,ぎ ょうせ い,11,1991

5)前 掲 注4)5-6

6)高 橋 庸哉:中 学校 におけ る情報教育,情 報処理教育研究 集会 講演論文 集,文 部省,173-175,1992

7)日 本 情報処理開発協会編:情 報化 白書,242,1993

8)西 野 和典:学 習指導 における コソピュー タ活用 の実態報告,情 報学教 育研究会 主催 第4回 情報教 育

フォー ラム,7,1994

9)前 掲 注8)6
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資料1「 先生の意見(中 学校)」

現在の問題点
く指導 内容について 〉
・技術科で指導す るコンピュータ教育は、単なるリテラシーで終わ らせてはいけない と感

じているが、それ以上の ものまで指導 していない現状である。
・論理 回路の学習 ・プログラ ミングなどは中学生には不要 と思 う。
・実施 していないが、プログラム等にな ると興味関心がかな り減少す る事か予想される。
・教科書の中ではプログラム言語は、ベーシック中心であるが、中学生がな じみやすいロ
ゴ等を扱っても良いと思 います。まだ、い っさい扱わない方が良いと思い ます。
・3年 生で、週 に2時 間の履修だが、実際は家庭科 と1時 間ずつなので、系統 的な学習が

積み重ね られず定着が悪いようだ。 ＼.
・選択領域であるはずなのに、何が何で もやれ と言われて困っている。 ＼
・コンピュータの操作のできる子 とできない子の差が明 らかにな り、進度を合わせるのが

困難。疲れやすい
・理解度、技術習得の個人差が大き くでるような気がす る。
・速さに対応 しきれない生徒が出つつある。 ・操作や実習には、興味を持 ってす るが、知

識面の理解度 には疑問が残 る。
・一斉授業がむずか しい。(他2校)
・コンピュータの操作や、制作(図 形、製図な ど)を 通 して、慣れ親 しむ ことはできるが、

その こと自体を個人評価す ることは難 しい。
・評価の仕方が難 しい

〈ハー ド・ソフ ト面に関 して〉
・ハー ドウェアが整 っていても、ソフ トをそろえる予算がない。
・機器 ・設備の充実を常 にはか っていかないとコンピュータの教育に支障が生 じる。 ソフ
トウェアのバージョンア ップに対す る準備な ど、急 におこるので予算が困る。
・一般に98対 応で説明 しているのは偏重 している。 マルチベ ンダーで使 うことができる

LANを 導入 している所が多いのだか ら機種を限定 しているのはよ くない。
・PC98シ リーズの使い方を くわ しくや って も、社会に出た ら違 う機種を使わないとい

けないか も知れないわけで 、何を どこまで教え るのか迷 って しまう。
・特にOSがWINDOW 、DOS-V等 の登場で教科書の内容はすでにない ものになっ

て しまっている。
・ハー ド面が最近 どんどん進歩 しているが、それを導入す るための金銭的な問題が大きい。
(た とえば、ハー ドを買 うお金がないのでWINDOWや 、一太郎な どの最新の ソフ ト

がっかえない。
・ハー ド・ソフ ト両面で、過渡期であ るために、履修内容設備機器等にかな りの困難が感

じられるが、予算 的にめ どがつけばかな り内容の濃い教育が可能であると思われる。
・導入はいいが、変化の激 しいソフ トに対す る金銭的なものが苦 しい。
・ソフ トやハー ド面で、バー ジョンア ップや、アフターケアーの対応が悪 く遅 い。将来的
に今のハー ドで可能(授 業など)な のか不安である。
・ソフ トを新 しく導入す る場合、金額がかな り大き くなるので、学校単位では扱えない。

公立中学ですのでバージョンア ップにす ぐ対応 できない。
・ソフ トの進化にハ ー ドが追 いつかない。
・ハ ー ドデ ィスクの容量が少ないので、当然 フロッピィデ ィスクに頼 るが、読み書きが遅
いので絵グラフの操作がまどろっこしい。
・LANが 設置されていない。(他3校)
・広島市では、ネ ットワークを してないため、説 明に手間 ・暇がかかる し、生徒が理解す

るのに時間がかか る。
・一人の教員で40名 を指導するのはむずか しい。せめてLANを 導入 しての個別対応が

できれば良いのでは。
・今はコンピュータの設置部屋の狭さと、台数が少ない ことで授業 として使いに くい。来

年度 には新 コンピュータ室が完成す るのでそれ に期待を しています。
・台数が少ないことで、指導がや りに くい。

・台数な ど設備面に不十分さがあるので、スムーズに流れないときが ある。
・生徒一人1台 の割合で、コンピュータを設置が必要
・実習補助教員 が一人必要。一人で40人 の生徒 に教えるのは大変である。

・理解度に差があるので、一斉授業がや りにくい。
・現在、二人に1台 なので、待っている間退屈になった り使 っている方は途 中で交替する

タイ ミングが むずか しい。
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【短所】
・週何時間かの練習では上達は期待できない ・機械 としての割 り切 りができず、 自分の世

界をつ くる。
・対人関係がつ くれない。
・慣れ るまでに時間がかか る。(教 育効果よ りパ ソコンを使 うことが目的とな っている。)

・非人間性への埋没の可能性と個人情報管理 の問題。

・操作のみに重点が置かれやすい。

・基礎的操作方法を教えてお く時間設定が必要。

・テ レビを見るようで書 くことも重視 しない と頭に残 らずわか ったつ もりにな りやす い

・他の領域が大 きく削られ る

・実体験でない

・手間がかか る(用 意 ・教 師の研修に時間がかか る。)

・ノー トをとったり、印励 した ものに記入 させるなどの作業をさせな いと内容が定着 しに

くい。
・コンピュータ室で、全ての授業内容をやるわけではないか ら使いに くい面 もある。

・単に遊びのようなことでおわって しまうことがある。
・視覚的に便利かも知れないがぬ くもりのない通信教育(講 座)的 な内容で味気ないよう

に思われる。
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情報処理教育について
・TEXTに こだわることな く、 自由な発想で コンピュータに触れる機会を与えればよい

と思 うか ら、そのきっか けとして情報処理教育が導入 されたことは良いことだと思 う。
・社会の流れ(進 度)に 対応できるのか。

・今後、さらに推進すべき領域 と思います。

・独立 した教科 ・領域 として指導すべきか もしれない。
・必要であると思 うが、技術家庭科の中で行 うには時間的に無理である。情報処理科 とい

うものを別枠で作 るのが よいと考えている。
・機器、ソフ トの管理が大切です。できた ら技術 ・家庭科の教師以外で専門の先生では と

思っています。(情 報処理科教師とか)
・社会的な要求や、生徒 自身 の生活か ら考えて も今後 もますます推進 しなければな らない

と思 うが、それに見合 った職員の研修時間の確保や設備の充実にもっと努力 しなければ

ならない と思 う。
・生徒は興味を持 って取 り組んでいる。ただ時間数を考えると基本的概念よ りも実用的ソ

フ トを使 っての授業にな らざるを得ない。それで も、今後のことを考えると必要な教育

と思 う。
・情報処理の導入 によ り、 コンピュータの授業をするのは賛成であ るが、年 間25時 間で

は、ソフ トを使用す るだ とにとどまって しま う。 もっと時間を確保できれ ば、プログラ
ムや もっと発達 した ものをすることができるのでは
・低年齢の間にパ ソコンに慣れ させ ることは大変良いことだと思 う。抵抗のあま りない間

に触れさせ るので技術習得 ははやい と思 う。
・早い時期にコンピュータを扱えるようにす ることは大切である。

・予算の裏付 けがないので文部省はいつ までやる気であ るか疑問

・現代社会では コンピュータに慣れ させ ることは必要だ と思 う

・情報活用能力の育成で、専門的な内容は専門家 にまかせ るとよい。
・確かに生徒の意志は情報教育に熱心に取 り組む意欲があるが、他の教師が新 しいものに

取 り組む意欲がない。特に年配の教 師にはむずか しい
・コンピュータに慣れることを中心に情報の大切 さや情報 の取扱の注意点を理解させ るこ

とが重要だと思われる
・中学校段階での導入は必要であると思 うが、教える教師自身 の指導力を高める必要があ
る。
・教師側の理解操作が深め られないので、充分な指導が進 められなかった。
・や らないよりやった方がよい。が、その実践については、指導者の実力が必要。
・まだまだ、 ソフ トの開発がお くれていると思 う。もっと使いやす く、 どの教科で も利用

できるソフ ト開発が先。教師の手作 りは、専門の知識や時間が必要である。
・30Hで 情報基礎を教えるのに、時間が不足 している。
・義務教育 においては人 と人の関係を育てる。環境を守る人間を育 てるなど情緒教育を重

視すべきで機械相手の内容については不適当、不要 と考える。
・良いと思 うが、それだけの設備をそろえて もらいたい。(ネ ッ トワークな しで、授業す

るのは、難 しい)
・ハー ドウェアの学習やプログラム言語の学習は最小限にして、まず コンピータに慣れ、

情報を活用できるセ ンスが身 につけばと思 っている。
・生徒がコンピュータに慣れて、新 しいソフ トに対 しても興味を持 って試行できるように

なってほ しい。
・情報処理 として別枠でとらな くて、例えば機械の中で使 うことによって、情報処理の内

容が 自然 と盛 り込 まれる形がよいと思 っている。情報処理の時間は、少 しはとってもよ
いと思われます。
・導入できる状況を しっか り作 ってか ら導入 してほ しかった。

・ワープロ程度のことしかできず学力的に早 いように思える。高校程度の能力 と気力が必

要 に思える。
・ソフ トの使 い方やプ ログラムを教えるのではな く、データを処理するための方法や考え

方を コンピュータを通 して教える。
・従来の物を作 って創造力を養 う又、活字を通 して創造力を養 うとい った事か ら比較する
とものすご く対象物が高速で表れて くるので、時間短縮にな る反面対応 し切れない じっ

くりタイプの生徒に とってふ さわ しいか どうか?
・子供が 「慣れる」 「興味を持つ 」き っかけになればと思 っています。

・最新設備にふれる関心の強さが出て大変よいことだと思 う。

・興味を持 って生徒は取 り組むのでよいと思 うが一人に1台 の方が よい。視力 の低下が気

になる。20人 学級又はティールテ ィーチング方式にす るとよい。
・将来は小学校で も現在の中学校 でや っているレベルのことを習って くるので、中学では

制御を してい こうと考えている。
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資料2「 先生の意見(高 校)」

情報処理教育について
〈数学にお けるコンピュータ教育の導入 について〉
・数Aの 看板の中でコンピュータを扱うことは、当分の間ないだろう。
・数学の教科の中で、少 しずつやるようなものではない と思う。
・今後、 自動車の運転と同 じぐらいにコンピュータの操作ができることは重要 になって く
るであろ う。それ には、今の 「数学A」 的な知識ではな く、コンピュータを何に使 って

便利かという方向が大切 とな る。つまり、自動車の構造や運転技術の習得 も大切だが、
カーライフの生活へ の位置づけや影響を知ることの方が大切であるように思 う。
・将来の ことを考え、積極 的に取 り組むべ きだと考える。その際、数学科だけというので

はな く、全教科をあげて取 り組むべきだ と思 う。
・数学Aで コンピュータを導入 しても、必修でないため、かな りの学校ではや らないので
はないか。理 由は もちろん、教員の研修不足により授業にな らないためであ る。現在の

体制では充分な コンピュータ教育を行 うことは無理。
・数Aに おけるコンピュータ分野は学校の実情(大 学受験者が多数)か ら行 っていない。
3年 次 における選択科 目の中で就職、公務員希望者 には指導す る必要が あると思 う。
・普通校で進学希望者が多い学校では、コンピュータの章を扱 うところは少ない。
・世の流れで必要なこととは思 うが、数学でやるか どうかは疑 問である。
・受験体制が今のままでは数学にコンピュータを導入 しても意味がない。 また、大学に

入ってか ら役 に立つ内容 とはとても思えない。無理や りさせ るよ り、大学に入 って必要

性を感 じた方がよ り効果的である。カ リキ ュラム上、そんな余裕はない。それで もコン
ピュータを勉強 したいという生徒は部活、独学で勉強すればよい。 一
・マス的な講義を 目的 とす る学校の中でパーソナルな ものが生 きてい くためには、教室の

形態その ものか ら、あるいは授業のスタイルその ものか ら変わ っていかなければな らな
いと思 うが、教 師も生徒 もその意識 において抜けきれていない。また、数学の教 師自身

が面倒が っている。
・数学教育の中に積極的に導入展開 していきたいと思 う。

・コンピュータで学ぷ ことを目的 したい。数学の教師 として も、プログラム(ア ル ゴ リズ
ム等)の 理解 よりも数学(特 にグラフィカルな部分等)の 助けとなるコンピュータであ

ることを第一に考えている。
・数学の教科書で学習するコンピュータの内容はBASICで の処理であ るが、実際末端
での操作はアプリケー ションソフ トの活用であ り、BASICと かけはなれているので

大 して意味があ るとは思えない。
・本校では数学Aは2年 に配置 しているが、多分 コンピュータはヤラナイ。適宜:選択 と指

導要領 にはあるが、選択 させているところは半数 くらいではないだろうか。
・コンピュータは教育するものではな く、利用す るものだと考え る。使い方や知識は伝え

るべきだ と思 うが、数学 とは直接関係ないので数学A、B、Cの 中に取 り組むのは無理
ではないか。 これが入試に出題されるのはさらに不 自然である。
・数学内よりも独立 した教科 で指導 した方が望ま しい。
・数学教育 とは別の ものとして認識され るべき。
・数学科の中で コンピュータ教育をするとす るとセ ンター試験な どの関係 においてである。

それ以外は時間数等の制約があ り、導入が難 しいのが現状である。
・数学Aで 全生徒にコンピュータ教育をできればよいのだが、台数が少ないのでできない

のが現状である。そのため、2、3年 の選択科 目で コンピュータ教育を している。
・授業にコンピュータを取 り入れ るかどうかは、数学科でもまだ未定である。必修内容で

あれば一考の時期 も近い うちにあると思 う。また、セ ンター試験、入試2次 試験科 目と

も関係があると思われ る。
・数学科の新学習指導要領 に入ってはいるが、何をどの程度 まで指導すればいいのか、ま
た、大学入試との関わ りもあ り、指導方法が難 しい。
・コンピュータ以前の基本となる数学を じっくり時間をかけて教えたい。機器は 日進月歩

であ り、高校では古 くな った機器の処理が困るし、高額の もの も使われないまま終わっ

て しまう。

〈大学入試に関連 して 〉
・現在の多忙 さが教員 自身の研修を必要とするコンピュータ教育の導入を阻んでいる。大

学入試において必要性が乏 しいので、学校は力を入れない。
・入試対策と しての活用はで きない。進度を中心に考える現在のカ リキュラムでは導入 は

できない。
・受験 に1時 間を惜 しむ現状なので数学科では無理である。

・大学入試で コンピュータを扱わない限 り、教育す る必要はない。
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・大学へ進学す る者 には必要ない。あ くまで も、黒板に書 けない ものを コンピュータを

使 って表示す るとい う使い方の方がよい。 しか し、カ リキュラム上、そうい う時間す ら

惜 しい状況である。
・各教科指導 において、コンピュータを使用 しての授業 に対する教員の理解が不足 してい
る。入試に関係ないのでや らないという雰囲気がある。
・コンピュータ教育が大学入試 に積極的に取 り入れ られない限り、指導は難 しい。

・大学入試 との関わ りがどのようになるのかが心配である。

・普通科 においては大学入試の関係か ら導入の意志はない。

・進学校ではなかなか時間が とれない。
・現行のカリキ ュラム、および新 カ リキ ュラム、どち らの場合でもコンピュータ教育にさ

ける授業数はほ とん どないのが現状である。結局、本音のところでは大学入試にコン
ピュータ関連の教科が必修で導入 されない限り、見通 しが立たない。
・各教科 とも大学入試への対応が中心 とな り、 コンピュータ教育 はほ とん どなされていな

い。都会のように予備校が発達 していれば、いろいろ試みることもできるが、愛媛県内

ではコンピュータ教育を授業で行 うのは難 しい。

〈基本ソフ ト・応用 ソフ トに関 して〉
・プログラムを入力するのにタイ ピングの練習が必要である。プログラ ミングでは、訂正

をさせなが ら解答を導 くのが難 しく、図形や ロゴな どの方が簡単で、数値計算な どは難

しい。
・コンピュータ教育 といえば、なぜ教科書にBASICが 登場す るのか、その理由とメ リ

ッ トが よく分か らない。
・コンピュータのプログラム等の考え方 は、1つ の教材 として必要である。また、それ以

上 にコンピュータを道具 として他のいろいろな教科で利用すべ きであると思 う。
・十年来、PCでBASICの 授業を行 ってきたが、平成4年9月 より、 ロータス123、
一太郎DASHに 重点を移 した。BASICで のアル ゴリズムよりも実用的な面を求め
る。
・BASICを 中心 としたプログラ ミングを教えているが、実務上それで よいのか とい う
疑問、実用性のある他の言語やアプ リケー ションソフ トの使用などやっていけた らよい
と思 う。
・本校では、平成元年度 より、普通科での情報処理教育が、行われてきたが、他の講義中

心の授業 と異な り、生徒はいきいきと授業を受 けている。BASICプ ログラムの課題

問題を与え、昼休みや、放課後にパ ソコンを開放 し、 自力で入力完成 させたLIST及
び、実行結果を提 出させているが、全員楽 しくやっている。や り方さえ工夫すれば、す

ば らしい教育が可能 とな る。
・生徒全員がプログラムを読み取れ るくらいに学習 させ ることが望 ましい。

・目的をはっきりさせないとただの遊びになりかねない。ただ、 プログラムは興味づけか

ら、実際にプログラムを組む段階までに持 ってい くのが難 しく、特 にその内容を数字に

限定す ると生徒の拒否反応 も増えると思う。
・これか らは、 コンピュータTVや ビデオのように中身を知 らず に使 う時代が来るのは確

定です。従 ってプログラ ミングの指導は全 く必要な く、コンピュータ(ソ フ トを含む)
で何をするかが必要と考え ます。
・指導要領の言語がBASICで 言語と しては古い し、問題 も多い。

・教員が体系的な知識を持たぬまま、機械が先に導入 された感が強い。内地留学の機会を

増やす等の措置が急がれるが、個人的な意見 としては シュ ミレー ションとして役立つの
は理科 ぐらいな ものではなかろうか。また、BASICを 教え ることの意義がいま一っ

分か らない。
・一般生徒 に関 しては実戦(一 般市販 ソフ ト)を しなが らソフ トを動かす ための実務的な

必要事項(DOS)を 補足 してい く程度で十分。数学と しての論理を組み立ててい くこ

とを考え ると、問題を解析 してい く能力を養 うのにはよい教材である。(フ ローチ ャー

ト作成能力)コ ンピュータは道具 であるので一部の者(ソ フ ト作成者)以 外は、 コン
ピュータを使 って目的にあ ったDATA処 理をよ り上手 に作成す るか という方 向の実践

教育を考える方がよいのではないか。ソフ トを作 る人、利用する人 とはっき り区別 して
いるのが現状だ。一般 の者にとってはプログラムを作 るという作業をさせ るということ

は考え ることはない。
・アルゴ リズムやプログラ ミングの教育 には必要を感 じない。表計算やワープロ等でも進

学校では不要 と思われ る。む しろ、CAIを 活発に行いたいがソフ トの開発 に手間がか
か る。演示等を行 うのにハー ドも不十分。CAIソ フ トの充実を願 う。
・平成7年 度よ り市販ソフ トを購入 し、 コンピュータグラフィックを利用 して、数学の内

容を理解 させるための道具 として利用 したい。プ ログラ ミングを積極的に行 う予定はな
いQ
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・ある程度の情報処理教育は必要である。ソフ トを使いこなす より、プログラ ミングの基
礎を教えた方が考察力が高まるのではないか。
・ソフ トが充実 しているので、プログラ ミングよりもコンピュータ活用に重点をお く指導

(必要な らばや りなさい)が よいと思われ る。
・ソフ トを自由に使いこなせるようになるための基本は全生徒が しってお くべ きである。

就職をめざす生徒は特に …
・社会 に出ると事務系の仕事ではSP 、ワープロが必ず必要であるので、積極的に導入を

すすめるべきである。

〈教師の問題 〉
・選択 としてな ら指導 していけると思 うが、問題 はそれを受 け止め る教師の時間があかど

うか ということ。今は、教師の趣味に頼 っているとい う状態。
・ハー ド面の設備が整 って、ソフ ト面で理解できる教員を配備 しなければ授業を行 うには

年数がかかる。
・将来的には全高校生がコンピュータを使いこなせればよいと考え られ るが、教育研修の

中に(数 学教員)必 修 としてコンピュータ研修を導入すべきである。
・教師(数 学)が コンピュータを面倒がってい る。また、受験に関係がない し、学校の古

い体質か ら抜 けられない。
・将来的にはコ ンピュータを使 っての授業は増えると考え られるが、その効果について先

生方に理解 して もうらわなければコンピュータがただの箱になって しまう。現在の大学

入試のあり方では、特に数学は入試のためという考え方があ り、入試に関係ないか らコ
ンピュータは しないという考え方を直 さなければ発展は しないであろう。
・コンピュータの進歩に教員がついていけない。

・今後、ます ますコンピュータ教育が各教科で導入されてい くであろうし、 していかなけ

ればな らないと思われる。それゆえ、教師個人がワープロ、データベースや表計算 ソフ

ト等のアプ リケーションソフ トをマスターするだけでな く、情報処理全般の知識を理解
してお く必要性を感 じる。
・基本的な他教員 の協力体制が必要であると思う。

・コンピュータ教育はよい と思 うが、数学の先生で指導できる先生が少ない。また、1ク

ラス45人 を1人 で指導す るのは困難である。

〈その他 〉
・学校2日 制への移行 の中で総単位数 は減る方向となる一方で、家庭科が男女必修とな り、

時間数が増えているため、国、数、英 といった教科の単位数が減 らざるを得ない。そ う

いった状況で コンピュータ教育の時間をさくのは難 しいのが現状である。せいぜ い就職

クラスの3年 が文系の3年 で希望者にやるのが精一杯で理系希望者にはそんな時間は取

れない。
・コンピュータ教育は大切な ことだが、生徒へ指導するだけの設備 も揃 っていない し、時

間もない。
・現在の情報化社会において、情報処理と してコンピュータは大変有効 と思 うが、少ない

単位数の中でコンピュータを指導す るのには無理がある。設備、施設を含め、抜本的に

考え直す必要がある。
・3年 の情報処理(選 択)で 扱っているが、どの教科の先生 に担当 してもらうか、毎年、

持ち時間数 との関係で苦情が出る。
・新教育課程に用意されているものは、今まで理工系の教育課程で行われていた内容を含

んでお り、本来、将来理科系へ進学 したい者に実施すべきものである。 しか し、授業時

間が足 りないのでどうして も文系の生徒の息抜きの講座にな らざるを得ないようだ。
・方向性がない。違法性についてのモラル も低い。

・まだ過渡期であり、 ソフ トもハー ドも予算の ことを考えると中途半端になって しまって

いる。何をさせればよいのか、はっき りしていないところがある。
・時間と予算が保証されない限 り、発展性はない。

・ソフ トが高価で台数分揃えることができない。一太郎やロータスなどが安 ければ、教え

たい。また、機械 も府か らのお しつけではな く、学校側で 自由に選 びたい。 コンピュー

タ担当の専任教員を複数配置 してほしい。
・コンピュータ教育は必要ない。どう使い こなせ るかが問題である。使 う必要のある部分

で上手に使え るように生徒を教育すべ きである。最終的には鉛筆や電卓のようになれば
よいと考えている。
・授業 としてコンピュータを一斉 に教育することは困難である。紹介程度 にとどめ、興味

のある者を対象 に知識を深め るという方法が適当か と思われ る。
・教育現場ではハ ー ドを揃えればそれで何 とかな るという思いが強 く、ソフ ト面にお金を

かけるのを極端 に嫌 う傾向がある。
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